【稟議書記入例】受託研究員の受入れについて
◎受託研究員の受入れの場合、原則として研究開始希望日の2カ月前までに、つぎの書類
　を添えて、学長に願い出なければならない。（研究員規定第3条）
　イ　派遣機関の長からの推薦状またはこれに代わるもの
　ロ　願書(大学所定のもの)

　ハ　履歴書
　ニ　写真一枚
　ホ　外国人登録証またはパスポートの写し(外国人の場合のみ)

◎受託研究員に限らず、客員研究員、招聘研究員、特定研究員ともに、受入れは、学長が審議機関に諮り、これを許可する、としておりますので、適当な審議機関（教授会等）で審議・承認いただくことになります。
楽々Workflow2（サイボウズからリンクする電子決裁システム）の入力例
	件名
	受託研究員の受入れについて

	内容
	このことについてつぎのとおり稟議します。
1.氏名・生年月日・性別：

  摂大 次郎、19XX年XX月XX日（XX歳）、男性

2.最終学歴：○○大学○○学部○○学科　卒業

3.現職：◇◇◇◇株式会社　主任研究員

4.研究課題：○○○○に関する研究

5.研究場所：摂南大学○○学部○○研究室

6.研究期間：20XX年XX月XX日から20XX年XX月XX日

7.本学指導教員：○○学部教授　○○ ○○

8.研究費負担：必要な経費は、◇◇◇◇株式会社が負担する。

9.学長公印：　受入許可書、請求書、研究員証　各1箇所

10.輸出管理：□所定帳票添付

           　□規制技術等を輸出等しない（非該当が明らか）

　　　　　（提供を想定する技術は規制技術に該当するレベルではない）
以上

	添付書類(1)
	（上記必要書類を適宜データにて添付ください）

	添付書類(2)
	

	添付書類(3)
	

	
	

	起案承認条件
	第○回○○学部教授会承認済（審議機関で本件承認されている場合記載）


≪承認経路≫指導教員所属学部事務室　→　研究支援・社会連携センター →学長（決裁）
